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融資がつむぐ まちづくりJFM融資活用事例

JFMだより vol.3701

地元の魅力を再発見できる学びの場

豊かな歴史と美しい自然が特徴の石川県能美市。
市の新たなランドマーク「能美ふるさとミュージアム」では
「郷土の豊かな自然と悠久の歴史をともに学び、守り、伝え、より能き美来を育む」を
基本理念に能美のさまざまな魅力を発信しています。
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［ 石川県能美市 ］

能美ふるさと
ミュージアム
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JFMでは、長期かつ低利な資金を地方公共団体に融資することで、
地方公共団体の財政の健全な運営及び住民福祉の増進に貢献しています。

JFMだより vol.37 02

能美ふるさとミュージアムって？
地域の歴史や民俗、自然が学べる総合博物館

　能美ふるさとミュージアムの前身である、「能美市立博物館」と「能美市立歴史民俗
資料館」は、それぞれ昭和50年代に建設された能美市の文化拠点でした。施設の老朽化
により、収蔵資料の保存に適切な環境を維持することが難しくなり、2つの施設の機能
を統合したミュージアムの建設が決定しました。その際、各施設が所有していた歴史・
民俗に関する展示品のみならず、新たに能美の自然の魅力を伝えるコーナーも追加す
ることで、地域の魅力を余すことなく伝えられる総合博物館へと生まれ変わりました。

　和田山古墳群の景観と調和するよう、施設外観には木材を使用。さらに、和田山一号
墳から出土した六鈴鏡をイメージした「体験棟」など、木の温もりと歴史を感じるデザ
インとなっています。また、館内のテーマ展示室では、5つのテーマに沿って能美の歴
史・自然・民俗を貴重な展示品とともに紹介しています。中でも好評なのが、国指定史
跡能美古墳群の出土品を展示している「能美の誕生」コーナー。4体の甲冑は、来館者
を釘づけにしてしまうほどインパクト抜群です。「能き美しき能美の自然」コーナーで
は花の香りや海鳥の鳴き声など体験型展示で能美の豊かな自然を紹介しています。

能美の歩みを紐解くテーマ展示

JFMの貸付事業

所  在  地：石川県能美市寺井町を1-1
開　　館：令和2年10月
延床面積：2,721.73㎡
展示品数：約800点

能美ふるさとミュージアム 概要

エントランスホール。市内観光地や
特産品を紹介するQRコードを記載
したマップを掲示し、能美全域への
玄関口も担っています。

1

「能美の誕生」コーナー。旧石器時代
から平安時代までの能美の歴史を
出土品とともに紹介しています。

5
「電化製品が広まる前のくらし」コー
ナー。大正・昭和時代の道具を当時の
民家再現とともに展示しています。

6
「能美電が走っていた時代」コー
ナー。ローカル鉄道「能美電」の歴史
を紹介しています。
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詳細はp.04

「能き美しき能美の自然」コーナー。
実物大のジオラマ模型などを展示
しています。

7

こどもミュージアム のみっけ。能美
の自然・歴史・民俗をイメージした遊
具で、遊びながら学べる空間です。

8

4

2

3

「白山曼荼羅図が描かれた時代」コー
ナー。石川県指定文化財「絹本著色
白山曼荼羅図」の世界を学べます。

よ

よ
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　能美ふるさとミュージアムは、令和2年10月に開館した新しい総合博物館で

す。文字が書かれた日本最古の「刻書須恵器」をはじめ、300点にのぼる国指定史

跡能美古墳群の出土品などの貴重な資料を、映像やジオラマなどを交えて展示

しています。「こんなにすごいものが能美にあったんだ！」「市の見え方が変わっ

た！」など、うれしいお言葉をいただくことも多く、当館が能美のあふれる魅力を

再認識できる場所になっていると実感しています。展示コーナーのほかにも、能

美の自然や歴史、民俗をイメージした遊具で遊びながら学ぶことができる「こど

もミュージアム のみっけ」は、館内屈指の人気のスポットとなっています。

　当館では、「のみ古墳女子」という古墳の魅力を発掘する会を設立していま

す。イベントへの参加をはじめ、一緒に能美ふるさとミュージアムのオリジナ

ルグッズについてアイデアを話し合うといった取組も行いました。これからも、

市民の皆さんの声を反映しながら、より良いミュージアムづくりを推進してい

きます。

Interview

博物館という場で、地域の魅力を伝え続ける

能美ふるさとミュージアム 学芸員

横幕 史織

能美ふるさとミュージアムが人 に々届けるもの
地域の歴史や民俗、自然にまつわる貴重な資料を展示している能美ふるさとミュージアム。
学芸員として施設に勤める横幕史織さんに、建設の経緯や今後の展望を伺いました。

　能美ふるさとミュージアムでは、来館のきっかけづくりや能美
の魅力発信に向けて、定期的にイベントを開催しています。博物
館だけでなく、周辺の施設にもご協力いただきながら、ヨガ教室
や防災について学べるカフェ、地域の特産品の販売会などを実
施しています。周辺施設と一丸となり、さまざまな世代の方に楽
しんでいただけるイベントを催すことで、地域活性化にもつな
がっています。

地域とつながる「能美ふるさとミュージアム賑わいイベント」     

　長期の借入が可能で、繰越事業においても利用できることが決め手となり、今

回JFMに融資をお願いしました。その結果、財政負担の平準化が図られ、健全な

財政運営と持続可能なまちづくりの両方が実現できていると感じています。

　今後は、「何度でも訪れたくなる手作りの博物館」となることを目指し、さまざ

まな活動に力を入れていきたいです。開館してまだ日が浅いため、まずは特別展

や企画展、イベントを通して当館のことを知っていただければと思っています。

そして、1度だけではなく、2度、3度と足を運んでいただけるよう、多くの方に楽し

んでいただける工夫を凝らしていきたいです。　

　当館は、能美市の魅力を詰め込んだ総合博物館です。ここで学んだ知識を活

かして、実物の古墳や自然に触れていただき、能美という地域を楽しんでもらえ

ればうれしいです。

安定した融資がかなえる、博物館づくり

■能美ふるさとミュージアムの利用状況

　令和2年10月の開館から現在に至る
まで、県内を中心におよそ1万5千人の方
にご来場いただいています。シニア層の
方や、小中学生の社会科見学での利用
がメインとなっていますが、「こどもミュー
ジアム のみっけ」をきっかけに、これまで
利用が少なかった子育て世代の方が、
お子さんと一緒にご来館されるといった
光景も多く見られるようになりました。

▶能美根上駅からのみバスで15分
  「能美ふるさとミュージアム」下車
▶能美根上スマートICから車で20分
▶TEL 0761-58-5250  FAX 0761-58-5251

北鉄バス 小松バス のみバス
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寺井地区公民館

能美市
防災センター
能美市
防災センター

能美警察署

和田山・末寺山
史跡公園

能美ふるさと
ミュージアム

すぱーく寺井すぱーく寺井

能美市ふるさと
交流研修センターさらい
能美市ふるさと
交流研修センターさらい

寺井北
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　今回、能美ふるさとミュージアムの建設に
際しては、公共施設等適正管理推進事業で機
構資金をご活用いただきました。
　JFMでは、借入条件の検討をサポートする
セルフチェックシートや償還年次表シミュ
レーションソフトを提供しています。借入事
務にあたり、ご不明な点などありましたら、
お気軽に融資部各県域担当までご相談くだ
さい。

林 達也

JFMスタッフ
Message

　栄養価が高く、丸くて粘りが強い「加賀丸
いも」。昭和9年の手取川大洪水で土壌が変化
し、ボールのようなまん丸のお芋を生産でき
るようになったといわれています。能美市な
ど石川県の一部でしか生産できない貴重な
もので、贈答品としても人気です。

能美で味わえる伝統野菜
加賀丸いも

　10軒の九谷焼店舗が立ち並び、普段使いで
きるものから高級品までさまざまな九谷焼
が購入できます。九谷焼の製作工程が学べる
能美市九谷焼美術館「五彩館」や名品を鑑賞
できる「浅蔵五十吉記念館」、絵付け体験が楽
しめる「体験館」なども人気です。

伝統工芸に触れる
九谷陶芸村

　1400年もの歴史をもつともいわれる辰
口温泉は、江戸時代に一時途絶えた温泉を
2年の歳月をかけ再興した源助の伝説も残
る場所。現在は、明治の文豪、泉鏡花が愛し
た温泉旅館をはじめ、総湯「里山の湯」や足
湯が整備され、気軽に温泉が楽しめます。

融資部融資課 石川県担当

　公共施設等総合管理計画に基づ
き実施する事業です。既存の公共施
設の集約化・複合化・長寿命化・立地
適正化等を実施するものを対象とし
ています。

明治の文豪も愛した
辰口温泉

ご当地紹介

石川県能美市
　石川県南部の南加賀地方に位置する能美市は、平成17年に能美郡根上町・寺井町・辰口
町の合併により誕生しました。海、平野、山といった豊かな自然に囲まれ、さまざまな歴
史・文化が生み出されてきた地域です。

能美市の市章

　能美市は自然が身近にありつつ買い物にも出やすいという、まさに都市
と田舎のいいところを集めたような暮らしやすいまちです。実際
に、全国の住みよさランキングでも常に上位にランクインして
おり、県外から移住される方も多くいらっしゃいます。また、
2万年以上前から人々の営みが続いてきた場所ということ
もあり歴史的な古墳や伝統工芸品である九谷焼など、歴史
と文化、自然がそれぞれ息づいています。

歴史と文化、自然に恵まれた
のびのびと心安らぐ街です！

私の
地元自慢

能美ふるさとミュージアム 館長　外山 ひとみ

石川県能美市

（令和3年3月1日現在）

■人口：49,867人
■世帯数：19,334世帯
■面積：84.14k㎡

本件で活用いただいた制度

公共施設等
適正管理推進事業
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